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公益社団法人日本技術士会・生物工学部会・12月例会（協）
冬の例会「微生物資源利用」

日　時　2012年12月1日（土）14：00～19：00
会　場　葺手第二ビル5階　公益社団法人日本技術士会AB会議室
（東京都港区）
　☞ http://kokucheese.com/event/index/57383/

“未来へのバイオ技術”勉強会　月例会（協）
「保湿の極意とエビデンス」

日　時　12月13日（木）15：00～18：00
会　場　バイオインダストリー協会（東京都中央区）
問合せ先　バイオインダストリー協会“未来へのバイオ技術”勉強
会事務局　担当：矢田・穴澤　
TEL. 03-5541-2731　E-mail: miraibio@jba.or.jp
　☞ http://www.jba.or.jp

ウインター・サイエンスキャンプ‘12–‘13

開催日　12月23日（日）～2013年1月11日（金）の期間中の2泊
3日～3泊4日

対　象　高等学校，中等教育学校後期課程または専門学校（1–3学
年）
会　場　大学，民間企業（11会場）
定　員　受け入れ会場ごとに10～24名（合計198名）
応募締切日　11月6日（火）必着
応募先・問合せ先　サイエンスキャンプ事務局

TEL. 03-3212-2454　FAX. 03-3212-0014　
E-mail: camp@jsf.or.jp
　☞ http://rikai.jst.go.jp/sciencecamp/camp/
　☞ （スマホサイト）http://rikai.jst.go.jp/sciencecamp/camp/sp/

化学工学会関西支部 講演会&見学会（協）
「医薬品製造に関わるGMPの最新動向」

日　時　講演会：2013年2月7日（木）・見学会：2月8日（金）
会　場　大阪科学技術センター（大阪市）
プログラム　講演会：PIC/Sの最新動向と課題－企業としての対応・
準備（立石伸男）/ QbD申請増加に伴うPAT利用促進と課題につ
いて（百瀬　亘）/ ICHQ11（原薬の開発と製造）の現状と課題（高
木和則）/バイオ医薬品施設のエンジニアリングと最新のGMP/バ
リデーション（菅谷和夫）/リスク分析に基づいた封じ込め技術・
装置の紹介（田邉文明）

 見学会：アステラスファーマテック㈱富山技術センター
 30名 /協和発酵キリン㈱高崎工場
 40名 /東和薬品㈱大阪工場40名以上
申込先　化学工学会関西支部

TEL. 06-6411-5531　FAX. 06-6433-6685　

E-mail: apply@kansai.scej.org
　☞ http://www.kansai-scej.org

2015 環太平洋国際科学会議（後）
PACIFICHEM 2015

会　期　2015年12月15日（火）～20日（日）
開催地　ホノルル，ハワイ州（米国）
シンポジウム募集　（1）基幹分野（The Core Areas of Chemistry）（2）
複合・横断分野（Multidisciplinary or Cross-Disciplinary Areas 
of Chemistry）（3）先端分野・社会的課題（Chemistry Solutions 
to Global Challenges）

シンポジウム申込募集期間　第1回：2013年1月1日～4月1日　
第2回：必要に応じて

問合せ先　日本化学会　企画部　PACIFICHEM 2015　
TEL. 03-3292-6163　FAX. 03-3292-6318　
E-mail: pacifichem@chemistry.or.jp
　☞ http://www.chemistry.or.jp/international/pacifichem2015/

日本工学教育協会　工学教育賞募集

種　類　（1）業績部門：工学・技術者教育等の分野において，効
果的な業績を挙げた個人または団体（2）論文・論説部門：工学・
技術者教育等の分野における優秀な論文，論説の著者，編者（3）
著作部門：工学・技術者教育等に関する優れた教科書・参考書の
著者，編者（4）功績・貢献部門：工学・技術者教育等の発展に
長年にわたり寄与した顕著な功績，貢献を挙げた個人または団体．
応募締切　2013年1月11日（金）
書類提出先　日本工学教育協会　

TEL. 03-5442-1021
　☞ https://www.jsee.or.jp/award/

静岡大学工学部教員（テニュアトラック助教）公募

職名・人員　テニュアトラック助教　1名
所　属　工学部物質工学科（改組後は工学研究科化学バイオ工学専
攻所属となる予定）
募集分野　ケミカルバイオロジー分野：ケミカルバイオロジーを
ベースとした生物工学的研究を推進できる若手研究者．特に，微
生物間および他の生物間とのコミュニケーションに関する研究分
野において優れた研究能力を有することが望ましい．
雇用条件　任期採用日から5年間
勤務場所　勤務地は，浜松キャンパス（浜松市中区城北）
応募条件　（1）博士の学位を有し，募集分野において優秀な研究
を行っている若手研究者であること（2）2013年1月4日現在に
おいて，40歳未満であること（3）2013年1月4日現在において，
博士の学位を取得後10年以内の者であること

応募書類　（1）指定の応募申請書（2）これまでの研究の概要（3）
今後5年間の研究計画（4）教育に対する抱負（5）主要論文5編
以内（6）1名の推薦書または意見を求めることができる方2名の
氏名と連絡先
応募締切　2013年1月4日（金）17時必着（日本時間）
着任時期　2013年4月1日以降のできる限り早い時期
問合せ先　静岡大学工学部物質工学科化学システム工学コース環境
生物プロセス工学分野　教授　金原和秀　
TEL/FAX. 053-478-1170　E-mail: tkkimba@ipc.shizuoka.ac.jp
　☞ http://www.shizuoka.ac.jp/recruit/2012/20121015_tenure.
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